










子どもが,乳幼児期にある特定の人物.(特に母親)との間に,愛着(attachment)を形成でき

るかどうかは,その後の精神発達に重要な意味をもっている。 

日頃,適応に問題をもつ多くの子どもたちと接していると,母親に対しての愛着の形成に失

敗していると考えられるものによく出会う。そしてその母親の子どもに対する態度にある

共通した印象を受ける。それは子どもへの働きかけの乏しさであり,子どもの出すさまざま

の信号,すなわち表情やしぐさ,泣き声といった非言語的(nonverba1)な信号に対する母親

の感受性の乏しさである。 


